
 

収
穫
感
謝
祭
開
催
の
お
知
ら
せ 

 

十
二
月
八
日(

日)
、
保
存
会
は
恒
例
と

な
っ
た
収
穫
感
謝
祭
～
み
ん
な
で
感

動
！
さ
あ
～
つ
か
ま
い
！
感
謝
を
込
め

て
、
餅
つ
き
を
！
～
を
棚
田
っ
娘
や
地
域

の
皆
さ
ん
、
ふ
る
さ
と
指
導
員
の
協
賛
、

協
力
を
仰
ぎ
、
開
催
し
ま
す
。 

 

当
日
は
午
前
十
時
開
催
、
午
後
二
時
終

演
ま
で
に
六
臼
の
餅(

あ
ん
こ
、
草
餅
な

ど)

を
振
る
舞
う
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
の
稲 

               

を
食
い
荒
ら

し
た
憎
き
イ

ノ
シ
シ
の
捕

獲
供
養
に
「
シ

シ
汁
や
焼
肉

な
ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
る
。 

 

余
興
に
「
川
西 

忍
の
ゆ
か
い
な
仲
間
」

の
生
演
奏
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
の
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
の
協
力
出
演
も
楽
し

み
で
あ
る
。 

 

資
金
ゼ
ロ
で
の
開
催
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
が
あ
れ
ば
こ
の
催
し
は
成
り
立
ち
ま

す
。
多
く
無
く
て
も
結
構
で
す
。
ご
協
力

い
た
だ
け
れ
ば
、
と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
。 

                

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト 

 

既
報(1

9
4

号) 

十
月
三
十
日
、
第
二
十
七
回
三
遠
南
信

サ
ミ
ッ
ト
in
南
信
州(

参
加
者
約
五
百

人)

が
開
か
れ
た
。全
体
会
で
は
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
を
見
据
え
た
大
都
市
圏
「
ス
ー

パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
構
想
」
と
三
遠

南
信
圏
域
の
関
係
性
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

討
論
後
、
「
防
災
」
を
主
題
に
情
報
を
共

有
し
、
広
域
災
害
に
備
え
た
連
携
方
策
を

議
論
し
た
。 

 

午
前
の
部
に
は
三
遠
南
信
住
民
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
趣

旨
説
明
に
続
き
①
文
化
芸
能
の
可
能
性 

大
脇 

聡
氏(N

P
O

て
ほ
へ) 

②
伝
統
芸

能
の
継
承 

関 

京
子
氏(

元
天
竜
村
柚
子

生
産
組
合) 

③
獣
害
と
暮
ら
し 

小
山
舜

二(

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会)

の
三
つ
の

テ
ー
マ
に
そ
っ
て
議
論
さ
れ
た
。(

舜)

は

「
獣
害
と
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
野
生
イ
ノ

シ
シ
は
平
成
十
二
年
頃
か
ら
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
は
茶
臼
山
を
コ
ロ
ニ
ー(

生
物
集
団)

と

し
て
い
た
も
の
が
南
下
、
平
成
十
七
年
頃

か
ら
私
た
ち
の
地
域
に
、
さ
ら
に
南
下
、

ア
ッ
と
云
う
間
に
旧
鳳
来
町
地
内
に
拡

大
、
農
作
物
の
被
害
は
無
論
、
家
屋
、
交

通
事
故
ま
で
に
波
及
し
、
ひ
と
の
暮
ら
し

ま
で
に
及
ん
で
い
る
。 

拡
大
の
要
因
と
し
て
野
生
イ
ノ
シ
シ

と
ブ
タ
の
混
血
「
イ
ノ
ブ
タ
」
の
話
。
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
自
然
条
件
の
平
均
寿
命
は

約
四
歳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
餌
の
条
件
が

よ
け
れ
ば
十
五
才
以
上
と
も
云
わ
れ
、
拡

大
の
要
因
は
、
た
ぶ
ん
こ
れ
に
あ
た
る
。

等
々
の
話
に
参
加
者
は
相
当
な
興
味
を

示
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
の
懇
親
会
を

終
え
、
夜
道
を
帰
路
、
我
が
家
の
近
く
「
松

下
」
地
内
で
尾
っ
ぽ
が
ク
ル
リ
と
曲
が
っ

た
ブ
タ
そ
っ
く
り
の
大
き
な
イ
ノ
シ
シ

と
鉢
合
わ
せ
し
た
。
こ
の
こ
と
を
地
区
民

に
伝
え
、
見
た
ら
連
絡
を
お
願
い
し
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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横
浜
ゴ
ム
藁
出
荷 

 
十
一
月
一
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
へ

稲
藁
を
出
荷
し
た
。 

 

同
社
は
平
成
十
七
年
開
催
さ
れ
た
全

国
棚
田(

千
枚
田)
サ
ミ
ッ
ト
の
翌
年
か
ら

新
入
社
員
研
修
を
実
施
。
す
で
に
十
四
年

に
な
る
。
同
社
は
CO2
削
減
に
「
千
年
の
杜
」

を
計
画
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
広
葉
樹
を
育
苗

し
、
工
場
敷
地
内
に
植
栽
し
た
り
、
獣
害

対
策
の
一
環
と
し
た
広
葉
樹
林
の
造
成

に
苗
木
を
希
望
に
応
じ
、
提
供
し
た
り
し

て
い
る
。
そ
の
、
環
境
に
配
慮
し
た
活
動

の
基
と
な
る
広
葉
樹
の
種
苗
の
覆
い
に

環
境
に
恵
ま
れ
て
育
っ
た
千
枚
田
の
稲

藁
を
購
入
し
て
頂
く
な
ど
、
保
存
会
、
横

浜
ゴ
ム
の
両
者
の
絆
は
深
い
。 

              

 

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

十
一
月
十
日
、
連
谷
公
民
館
は
恒
例
の

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
た
。 

 

昨
年
ま
で
は
、
地
域
史
家
で
あ
る
丸
山

敦
志
さ
ん
を
講
師
に
地
域
の
生
立
ち
や

古
道
、
石
仏
探
訪
な
ど
知
識
豊
か
な
解
説

で
地
域
の
人
々
に
知
見
を
広
め
て
き
た
。 

 

敦
志
さ
ん
の
後
釜
に(

舜)

と
云
う
こ
と

で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス(

か
し
ゃ
げ
峠

～
ふ
れ
あ
い
広
場
～
大
林
界
隈)

の
時
代

と
変
遷
マ
ッ
プ
を
作
製
、
参
加
者
に
配
布

し
た
。 

・
今
か
ら
三
百
七
十
一
年
前(

慶
安
元
年)

の
大
代
の
年
貢
は
五
十
七
石
で
あ
っ
た

記
録
が
あ
る
。(

こ
の
当
時
は
一
石
一
両
と

云
わ
れ
た
。
一
石
は
玄
米
百
五
十
kg)

こ

の
記
録
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
田
ん
ぼ
が
作

ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
た
ぶ
ん
小
野
村

の
衆
も
与
良
木
に
移
る
前
で
、
く
び
れ
か

ぁ
あ
っ
て
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
た
と
想

像
も
逞
し
く
な
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
は
信

州
中
馬
街
道
と
し
て
大
代―
小
代
ー
塩

津
道
が
改
修
さ
れ
、
三
州
馬
稼
ぎ
が
盛
ん

に
往
来
し
た
。 

・
「
お
ち
ゃ
あ
」
は
「
落
合
」
で
あ
り
、

海
老
商
人
と
南
信
州
の
商
人
が
落
ち
合

っ
た
場
所
で
「
遠
望
」
は
海
老
商
人
が
遠

く
に
望
む
南
ア
ル
プ
ス
の
雪
の
状
況
を

判
断
、
吉
田(

豊
橋)

か
ら
商
品
を
仕
入
れ

た
。
こ
の
地
に
は
地
名
に
「
お
ち
ゃ
あ
」

の
よ
う
な
面
白
い
呼
び
名
が
あ
る
。
「
か

し
ゃ
げ
」
は
重
い
荷
物
を
担
ぎ
あ
げ
た
こ

と
か
ら
か
、
そ
う
そ
う
、
今
は
大
向(

お
お

む
か
い)

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、俺
ん
と
う

の
若
い
時
分
は
「
お
お
む
け
」
と
云
っ
て

い
た
。
地
元
で
は
「
ほ
う
ぼ
う
の
峠
」
が

地
図
上
で
は
「
ほ
の
ぼ
の
峠
」
に
な
っ
て

い
た
り
し
て
い
る
。 

他
に
不
動
沢
の
ワ
サ
ビ
栽
培
の
経
緯
、

水
産
試
験
場
の
果
た
し
た
役
割
、
千
五
百

万
年
前
は
海(

設
楽
海)

で
あ
り
貝
の
化
石

が
み
ら
れ
る
、
そ
の
火
山
活
動
の
転
石
で

棚
田
が
積
ま
れ
た
。
な
ど
と
ロ
マ
ン
を
説

い
た
。
そ
ん
な
、
こ
ん
な
を
古
老
か
ら
授

か
っ
た
耳
学
問
を
混
え
て
説
明
、
コ
ー
ス

マ
ッ
プ
に
は
「
標
高
」
を
記
し
て
み
た
ら
、

我
が
家
や
何
所
何
処
の
高
さ
が
分
か
っ

て
面
白
い
や
ぁ
～
と
喜
ば
れ
た
。 

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加 

 

令
和
二
年
一
月
十
一
日
、
十
二
日
、
名

古
屋
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
る
未
来

へ
つ
な
ぐ
「
国
連
生
物
多
様
性
の
十
年
」

せ
い
か
リ
レ
ー
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

～
あ
い
ち
・
な
ご
や
生
物
多
様
性
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
～
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
交
流

イ
ベ
ン
ト
に
四
谷
の
千
枚
田
の
景
観
、
環

境
保
全
な
ど
の
取
り
組
み
の
ブ
ー
ス
出

展
を
す
る
。 

 
国
連
が
定
め
た
「
国
際
生
物
多
様
性
年
」

で
あ
る
２
０
１
０
年
、
生
物
多
様
性
条
約

第
１
０
回
締
約
国
会
議(

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10)

の

愛
知
県
名
古
屋
市
へ
の
招
致
に
大
き
く

貢
献
、
ま
た
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
大
会
中

は
名
古
屋
の
市
電
や
バ
ス
に
乗
っ
て
も
、

歩
い
て
も
千
枚
田
の
写
真
が
、
取
り
分
け

「
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」
の
ポ
ス
タ

ー
が
人
目
を
引
き
、
「
四
谷
の
千
枚
田
」

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
思
い
出
が

大
き
い
。 

「
国
連
生
物
多
様
性
の
十
年
」
、
最
終
年

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
招
か
れ
た
こ
と

に
、
環
境
を
重
ん
じ
る
「
四
谷
の
千
枚
田
」

と
し
て
大
き
な
誇
り
を
持
っ
て
参
加
し

た
い
。 

蓑
作
り 

 

十
一
月
二
十
五
日
、
昔
々
、
連
谷
地
内

に
嫁
に
来
た
御
婦
人
様
方
が
連
谷
交
流

館
に
集
い
、
方
瀬
中
屋
の
原
田
八
重
子
さ

ん
を
先
生
に
背
中
蓑
作
り
を
教
わ
っ
た
。 

 
 

          

行 
 

令
和
元
年
十
二
月
一
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


